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研究成果の概要（和文）：インド西岸から東アフリカに至るインド洋西海域において、海域内の

交易拠点として形成された港市の都市空間、建築、住居の空間構成および形成と変容のプロセ

スを臨地調査に基づき明らかにした。特に 19世紀半ばから 20世紀初頭にかけてインド洋海域

で活躍した、インドのカッチ地方出身の商人によって結ばれたカッチと東アフリカ沿岸の港市

が、建築的にも非常に強い関係を持っていることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：This research investigated the formation and transformation of the 

urban space, architecture and houses of the port cities along the Indian Ocean coast from 

Malabar to East Africa. There are close architectural relationships between the port cities 

of Kutch (India) and East Africa. Those port cities were tightly connected by the merchants 

from Kutch region during the middle 19th to first 20th century. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) I.ウォーラーステインの世界システム論
に代表されるように、西欧諸国の進出により、
それ以前のインド洋海域の秩序が大きく変
化し、この海域に存在したネットワーク構造
が崩壊したという見方が、これまで多くの研
究者たちによって是認されてきた。このよう
な文脈において、都市計画史の分野では、ア
ジアにおける西欧諸国による都市建設とそ
の変容・土着化を明らかにする研究が展開さ
れてきた。 

(2) インド洋に面した内陸世界である西アジ

ア、南アジアにおける都市に関しては、多く
の研究蓄積があり、日本でも「イスラームの
都市性」、「イスラーム地域研究」などのプロ
ジェクトにおいて、学際的な議論がなされて
きた。建築学の分野においても、イスラーム
世界やヒンドゥー世界の都市空間、住居形態
に関する、丹念な臨地調査に基づく実証的な
研究と議論が重ねられてきた。 

(3) インド洋海域世界の港市に関しては、東
南アジアを舞台としたいわゆる「港市論」、
「港市国家論」がある。そこでは、一方で世
界秩序に開かれながら一方で地域内秩序を
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構築していく場としての港市あるいは港市
国家のあり方が議論されるが、都市空間の諸
相を具体的に明らかにする詳細な事例研究
はなされてこなかった。 

インド洋海域世界の都市に関しては、上記
のような研究蓄積があったが、インド洋海域
世界の交流史という観点から、港市の形成と
変容、および都市空間、建築様式、住居形式
の諸相とその地域間交流を実証的に明らか
にする研究は、ほとんどなされてこなかった。 

 研究代表者の山根は、インドの歴史的都市
空間の構成に関する研究を展開し、また研究
分担者の深見はイスラーム建築史を専攻し、
インド・イスラーム建築の発展過程に関する
研究を継続してきた。2001 年にカッチ地方
を震源として発生したグジャラート地震を
契機に、被災地域の歴史的建造物や伝統的市
街地の被害実態とその修復、復興手法等に関
する調査研究を共同で継続してきた。その中
で、バドレシュワルという歴史的港市の悉皆
的調査を行い、カッチ地方の都市、建築、住
居の空間的特質の解明、およびその歴史的、
文化的位置づけの評価に努めてきた。 

カッチ地方の港市には、古くからのイスラ
ーム商人の交易活動を裏付けるインド最古
のイスラーム建築遺構（バドレシュワル／イ
ブラヒーム祠堂／1159 年建立）や、インド洋
交易で財をなした商人の邸宅（ハヴェリ）な
ど重要な歴史的建造物が多数残る。邸宅建築
には東南アジアから輸入された木材が多用
され、またマンドヴィは現在もインド洋交易
に活躍する大型木造船の一大建造拠点であ
るなど、都市、建築の各所にインド洋海域と
の接点を確認できる。したがって、カッチ地
方の都市、建築の正当な歴史的位置づけをお
こなうためには、インド内陸部の歴史、文化
的伝統を視点とするだけでなく、インド洋を
通じた海域世界との文化的交流という視点
を導入する必要があると考えるに至った。さ
らに 2005～06 年度におこなった東アフリカ
沿岸、ペルシア湾岸の港市の調査（(財)なら・
シルクロード博国際交流財団助成研究）にお
いて、例えばタンザニアのザンジバル島に、
カッチ出身の商人が築いた建築物や住居が
現存していること、ケニアのラムに、カッチ
地方出身のイスマイール派コミュニティー
のモスクが現存していること、東アフリカ沿
岸一帯にカッチ産の扉が使われていること
など、インド洋海域世界における港市の空間
的関連性を確認することができた。このよう
な経緯の中で、前述の学術的背景に鑑み、イ
ンド洋海域世界の港市の都市構成、建築、住
居形式を実証的に明らかにする本研究を構
想するに至った。 

 

２．研究の目的 

本研究は、東南アジアから東アフリカにま

で広がる広大なインド洋海域世界において、
海域内の交易拠点として形成された港市に
着目し、その都市空間、建築、住居の構成、
および形成と変容のプロセスを臨地調査に
基づき明らかにすることを大きな目的とす
る。本研究における対象地は、インド洋海域
世界の中で、インドのグジャラート商人の活
発な交易活動により、経済的、文化的に密接
な交流があった、インドのカッチ地方、ペル
シア湾岸地域、東アフリカ沿岸とする。18～
19 世紀を中心にインド洋交易において重要
な役割を果たしたカッチ地方出身のバティ
ア Bhatia（ヒンドゥー教徒）、ヴァニア Vania

（ジャイナ教徒）、コジャーKhoja（イスラー
ム教徒）等の商人コミュニティーが拠点とし
た、カッチのムンドラ、マンドヴィ、オマー
ンのマスカト、イエメンのアデン、タンザニ
アのザンジバル島、ケニアのモンバサ、ラム
などを具体的事例とし、時代的には 18 世紀
後半～現代を中心的な検討対象時期として、
各港市の形成と変容、および都市構成、建築、
住居の空間構成および諸要素の地域間交
流・伝播の実態を明らかにすることを目的と
する。 

具体的な課題は以下の通りである。 

(1) 各港市の都市形成と変容過程の解明(一
次史料、二次資料文献等による)。 

(2)カッチのムンドラ、マンドヴィの都市構成
を明らかにする悉皆的調査（主要都市施
設の配置/街路の形態と階層性/街区空間
の構成/コミュニティー(カースト･職業集
団など)の分布/建築や住居の空間構成な
ど）。 

(3)ペルシア湾岸、東アフリカ沿岸港市の都市
構成調査（主要都市施設の配置/街路形態/

街区構成など） 

(4)建築・住居の形式および諸要素の交流と伝
播の実態の解明（宗教建築/宮殿建築/ハヴ
ェリ(邸宅)などを対象とし、空間構成、建
築部材、装飾要素などの視点から分析・
考察する）。 

(5)18世紀後半～20世紀前半を最盛期とした
グジャラート系商人の交易活動の実態、お
よび、各港市間の政治的、経済的連関とそ
の史的変遷を明らかにし、港市の形成・変
容との関わりを考察する。 

 

３．研究の方法 

 各都市の実態と都市相互の関連性を明ら
かにするために、地図、文献の収集とともに、
臨地調査において建造物の実測、聞き取り等
を行い、ひと、もの、技法、様式等の移動と
その変遷を明らかにする。カッチの商人が、
宗教、カーストなどの集団ごとに活動してい
たことをふまえ、各コミュニティーの宗教施
設およびその建築材料、建築構法、建築意匠
等に注目し、都市間比較を視点に整理を行い、



建築的諸要素の伝播の経路を考察する。 

臨池調査においては、カッチ地方、アラビ
ア半島、東アフリカ沿岸部における調査対象
都市に関して以下のような 3段階の建築調査
および聞き取り調査をおこなう。 

①都市施設分布調査および悉皆的コミュニ
ティー調査⇒旧市街地の住戸区画が描き込
まれている大縮尺の詳細地図を入手、あるい
は作成し、公共建築、街路名称、街区名称、
それぞれの家のサブ・コミュニティーを地図
上にプロットする。この調査により、都市全
体の空間構造を把握する。 

②街区構成調査⇒市街地において、宗教やコ
ミュニティーに根差した特色ある街区を選
択し、宗教施設、公共建築、住居群の平面構
成を図化する。また、街区での聞き取り調査
を行い、街区の歴史的変容をとらえ、宗教や
コミュニティーによって異なる街区レベル
での空間構造と住まい方の特色を明らかに
する。 

③ハヴェリ（邸宅建築）および重要建造物の
建築実測調査⇒19 世紀以前の建設と考えら
れる建造物を選定して、立面図、断面図、細
部意匠図の作成等、詳細な建築調査を行う。
カッチ地方のムンドラ、マンドヴィに関して
は、ハヴェリの詳細調査を行う予定である。
また、マスカト、アデン、ザンジバル、モン
バサ、ラムに関しては、インド出身者との関
連性をもつ建造物を中心に、建築調査により
材料、構法、意匠に関するデータを収集し、
住人の家族史の聞き取り調査を行い、居住プ
ロセスの来歴を明らかにする。 

研究体制としては、山根、深見の他に、ア
ラビア語史料を読み解き、インド洋海域にお
ける人の移動と交流を中心とした歴史研究
を継続する鈴木、カッチ地方の歴史都市バド
レシュワルにおいて伝統的住居の研究を行
っている岡村、グジャラート地方、カッチ地
方の歴史、文化を専攻する M.メフタ、P.ジェ
ティ、東アフリカの都市・建築を専門とする
E.メファート、スワヒリ文化を専攻する M.

ムウェンジェらを研究協力者に迎えた。 

 

４．研究成果 

2008 年度は、インド洋海域世界の中で、
本研究が主たる対象とする、「インド洋西海
域世界」を広範に調査し、港市の全体像を把
握することを課題とした。具体的にはイン
ド・カッチ地方、東アフリカ、アラビア半島
沿岸および周辺地域における臨地調査を計
画し、イエメン、オマーン、インド、イラン
において臨地調査を行った。イエメン、オマ
ーンでは、ホデイダ、モカ、アデン、ムカッ
ラ、マスカト、スール等の港市、およびサナ
ア、ハドラマウトなどの内陸都市の空間構成
に関する調査を行い、イエメンのムカッラと
オマーンのマスカトでは、施設分布、建築構

法、様式等に関する悉皆調査をおこなった。
インドでは、カッチ地方のバドレシュワル、
ムンドラ、マンドヴィでの都市、住居につい
ての悉皆的調査の他、グジャラート沿岸のキ
ャンベイ、バルーチ、スーラト、ダマン等の
港市の調査をおこない、ダマンでは旧市街の
施設分布、街区構成等に関する悉皆調査を行
った。イランでは、ペルシア湾岸のデイラム、
ゲナヴェ、ブーシェフル、カンガン、シーラ
ーフ遺跡、レンゲ、コング、キシュ島、バン
ダル・アッバース、ケシュム島、ホルムズ島、
ミナーブ等の港市の調査を行い、ブーシェフ
ル、カンガン、ケシュム島において、現地機
関より入手した詳細な地図に基づき、街区構
成、施設分布等に関する悉皆的調査をおこな
った。調査により、対象地域の港市の地理的、
地政学的特性や、内陸の支配権力との歴史的
関連性、生態的環境と建築工法・様式との関
連性等について、地域的差異を含めて把握す
ることができ、また現在も機能するいくつか
の主要な港市の空間特性に関するデータの
収集を行った。 

2009 年度は、インド、マラバール地方、
および東アフリカ沿岸の港市を臨地調査す
ることにより、「インド洋西海域世界」の港
市の全体像を把握した。マラバール地方では、
クイロン、コチン、カリカット、マンガロー
ル、バトカル、ゴア、ダボル、ジャンジーラ
などの主要港市において都市構成に関する
調査を行った。特にカリカットにおいて、都
市形成に関する資料収集をおこない、ムスリ
ムの商人コミュニティーが集住するクティ
チラ地区において、施設分布、街区構成、コ
ミュニティー分布、住居の空間構成、建築構
法等に関する悉皆的調査をおこなった。その
結果、カリカットとインドのグジャラート地
方やアラブ地域、特にイエメン、ハドラマウ
ト地方との歴史的交流が明らかになったほ
か、母系制に基づく大家族が居住する、タラ
ワードと呼ばれる独特な伝統的住居形態や、
倉庫、事務所、住居の機能が一体となったパ
ンディカシャラと呼ばれる住居の空間構成
について明らかにした。また、東アフリカ沿
岸では、ザンジバル島（タンザニア）、ラム
（ケニア）において悉皆的調査を行い、イン
ドのカッチ地方出身の商人が建てた建築、住
居に関して、その空間構成、建築様式などを
明らかにし、カッチ地方と東アフリカ沿岸の
港市の緊密な結びつきが都市、建築、住居の
空間構成や装飾等に反映されていることを
確認した。 

2010 年度は、インド、グジャラート地方
の歴史的港市キャンベイ、および同じくグジ
ャラート地方のカーティアワール半島に位
置するソームナート・パタン、マングロール
において、施設分布、街区構成、コミュニテ
ィー分布、住居の空間構成、建築構法等に関



する悉皆的調査をおこなった。キャンベイに
おいては、ヒンドゥー教徒、ジャイナ教徒、
ムスリムが混在する街区空間の構成が大変
興味深く、中でもインド洋交易において重要
な役割を果たしたシーア派に属するムスリ
ムであるボーホラー・コミュニティーの居住
区について、街区構成や住居の空間構成の詳
細を明らかにした。臨地調査に加え、ロンド
ンの British Library において、インド洋海
域世界における港市の歴史地図資料の収集
を行った。主としてポルトガル、オランダ、
イギリスによって作成された主要港市の地
図、絵図等は、17 世紀以降のインド洋海域港
市の空間的変遷を知る上で貴重な資料であ
る。また、10 年度には、論文、学会発表に加
え、インド、カッチ地方の港市に関する調査
研究成果を英文でまとめた報告書「Reports 

on the Architectural Heritage of 

Bhadreshwar, Mundra and Mandvi: 

Studies on the Port Cities of Kutch, 

Gujarat」を自主刊行した。 

近年、インド洋海域世界におけるひと、モ
ノ、情報の移動と交流の歴史に関する研究は
盛んになっている。その中で、本調査研究の
成果は、建築学の分野において、インド洋海
域世界の港市を対象とし、海域内の交易ネッ
トワークを視点として都市、建築、住居の構
成を明らかにしたものとして、先駆け的位置
づけができると考える。特に 19 世紀半ば～
20 世紀初頭にかけてインド洋海域で活躍し
た、インドのカッチ地方出身の商人によって
結ばれたカッチと東アフリカ沿岸の港市が、
建築的にも非常に強い結びつきを持ってい
ることを明らかにしたことは、大きな成果で
ある。 
今後、インド東岸から東南アジアにかけて

のいわゆるベンガル湾海域世界、南シナ海海
域世界の港市に調査研究対象を広げ、インド
洋海域世界の港市における都市、建築、住居
の空間的連関、伝播、融合の諸相を、カッチ
を含めたグジャラート地方の商人コミュニ
ティーのネットワークという視点から明ら
かにすることが次なる課題である。 
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